
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組

合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

二
〇
二
一
年
新
年
に
当
た
り
、
ま
ず
昨
年
か
ら
続

い
て
い
る
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て
、
一
言
申
し
上
げ

ま
す
。
全
港
湾
組
合
員
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
港
湾

並
び
に
自
動
車
運
送
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
見
え
な

い
敵
コ
ロ
ナ
と
い
え
ど
も
物
流
を
止
め
て
は
い
け
な

い
と
い
う
環
境
の
中
で
不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
業
務

を
遂
行
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
昨
年
は
過
去
に
例
を
見
な
い
異
常
な
一
年
で
し

た
。新
型
コ
ロ
ナ
は
全
国
各
地
に
蔓
延
し
、第
一
波
、

第
二
波
、
そ
し
て
秋
か
ら
の
第
三
波
の
収
束
見
通
し

は
、
も
は
や
個
人
の
対
応
だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
伝

染
病
の
蔓
延
な
ど
天
災
は
、
誰
の
せ
い
で
も
な
く
仕

方
な
い
と
し
て
も
、
具
体
的
対
策
を
実
行
せ
ず
、
今

な
お
感
染
が
拡
大
し
、
蔓
延
し
て
い
る
事
実
を
見
れ

ば
、
も
は
や
明
ら
か
に
政
府
に
よ
る
人
災
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
秋
、
所
管
で
あ
る
国
土
交
通
省
並
び
に
厚

生
労
働
省
要
請
行
動
で
は
、
口
を
そ
ろ
え
て
言
わ
れ

た
の
は
、
港
湾
労
働
者
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
、
所
謂
、
生
活
維
持
に
欠
か
せ
な
い
職
業
に
就
い

て
い
る
方
々
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
国
内
の
輸
出
入
貨

物
の
九
九
％
以
上
が
港
を
通
過
す
る
。
港
が
止
ま
る

と
物
流
が
止
ま
る
、
そ
れ
な
ら
ば
、
国
に
よ
る
港
湾

や
物
流
輸
送
に
対
す
る
保
護
政
策
な
ど
目
に
見
え
る

感
染
対
策
が
特
別
に
あ
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
で
も
、

私
た
ち
全
港
湾
は
日
頃
よ
り
安
全
衛
生
・
労
働
災
害

撲
滅
に
誰
よ
り
も
目
を
光
ら
せ
、
よ
り
高
い
危
機
意

識
、
安
全
対
策
の
下
で
作
業
を
遂
行
し
て
い
る
こ
と

は
、
港
湾
地
域
で
コ
ロ
ナ
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
て
い
な
い
こ
と
が
証
明
し
て
い
ま
す
。
今
以
上

に
感
染
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
日
本
の
経
済
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
な
産
業
で
あ
る
と
い
う
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
二
〇
二
一
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
主

人
公
が
渋
沢
栄
一
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
を
含
め
ほ

と
ん
ど
の
方
が
人
物
像
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
一
躍
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
財
務
省
が
二
〇
二

四
年
か
ら
新
一
万
円
札
の
肖
像
を
渋
沢
栄
一
に
決
定

し
た
と
の
発
表
の
後
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

日
本
の
資
本
主
義
の
父
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
、
渋
沢
は
日
本
最
古
の
第
一
国
立
銀
行
の
設
立

に
関
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、同
銀
行
は
、そ
の
後
、

朝
鮮
半
島
に
進
出
し
、
後
身
の
第
一
銀
行
を
経
て
一

九
〇
二
年
に
韓
国
内
初
の
紙
幣
「
第
一
銀
行
券
」
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
図
柄
に
は
当
時
の
頭
取
だ

っ
た
渋
沢
が
採
用
さ
れ
た
事
実
経
過
が
あ
り
ま
す
。

隣
国
韓
国
で
は
、
今
回
の
日
本
の
こ
の
よ
う
な
新
紙

幣
肖
像
決
定
は
、
屈
辱
で
あ
り
対
立
を
増
幅
さ
せ
る

と
い
う
見
方
も
出
て
い
る
こ
と
を
多
く
の
国
民
は
知

ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の
複
雑
な
背
景
に
お
い

て
の
歴
史
認
識
を
国
内
の
一
方
向
で
は
な
く
、
両
国

の
双
方
向
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
重
要
で
す
。
渋
沢
の
有

名
な
名
言
に
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
幸
福
を
与
え
る
よ
う
に
行
動
す
る
の

が
、
我
々
の
義
務
で
あ
る
」、
こ
の
言
葉
こ
そ
、
ま

さ
し
く
二
〇
二
一
年
、
労
働
組
合
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。

今
年
は
丑
年
、
十
二
年
前
の
二
〇
〇
九
年
丑
年
は

衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
が
歴
史
的
勝
利
を
お
さ
め
政

権
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
今
の
政
権
は
、
国
民
の
声

を
無
視
し
、
国
会
を
軽
視
し
、
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
無

策
な
ど
、
政
治
を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
、
現
在
の

危
機
的
状
況
は
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
衆
議
院
を
早

期
解
散
す
る
の
か
、
秋
の
任
期
満
了
な
の
か
、
い
ず

れ
に
せ
よ
今
年
は
衆
議
院
選
挙
が
必
ず
あ
る
年
で

す
。
ま
ず
、
国
民
主
体
の
政
治
を
取
り
戻
す
こ
と
を

実
現
し
な
け
れ
ば
何
も
前
進
し
ま
せ
ん
。
当
面
、
大

規
模
な
集
会
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
職
場
か

ら
、
組
合
員
、
執
行
部
が
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
誓
い
あ
い
、
全
港
湾
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、

発
展
し
て
い
く
よ
う
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
年
あ
い
さ
つ

中
央
執
行
委
員
長

真
島

勝
重
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Ⅰ
�
た
た
か
い
の
経
過

全
港
湾
各
地
方
は
、
第
九
一
回

定
期
全
国
大
会
で
確
認
さ
れ
た
秋

年
末
闘
争
方
針
の
下
、
冬
季
一
時

金
の
獲
得
や
労
働
条
件
の
到
達
、

継
続
交
渉
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

1
�
労
働
条
件
引
き
上
げ
の
た
た

か
い

⑴
冬
季
一
時
金
闘
争

①
各
地
方
は
、
第
二
回
中
央
執
行

委
員
会
で
確
認
し
た
昨
年
同
期
の

率
・
額
を
上
回
る
要
求
設
定
を
行

な
い
、
十
月
末
〜
十
一
月
上
旬
に

要
求
書
を
提
出
し
た
。

②
回
答
状
況
及
び
妥
結
結
果

十
二
月
十
五
日
の
現
在
で
、
一

五
八
分
会
中
、
一
三
七
分
会
に
有

額
回
答
が
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一

一
四
分
会
が
妥
結
と
な
っ
た
。
回

答
額
平
均
は
4
6
8
、
8
3
0
円

で
、
妥
結
金
額
は
4
7
0
、
5
0

5
円
、
率
に
し
て
1
・
61
ヶ
月
と

な
っ
た
。
港
湾
職
種
で
の
平
均
回

答
額
は
4
8
4
、
8
7
8
円
で
、

昨
年
同
時
期
を
3
8
、
6
4
9
円

下
回
り
、
ト
ラ
ッ
ク
職
種
が
3
6

3
、
5
8
0
円
で
、
昨
年
同
時
期

を
3
0
、
2
2
5
円
下
回
り
、
一

般
職
種
は
3
8
7
、
0
6
2
円
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
同
時
期
を
3

3
、
7
9
1
円
下
回
る
結
果
と
な

っ
た
。

闘
争
分
会
で
は
、
三
一
六
分
会

中
二
五
七
分
会
に
有
額
回
答
が
出

さ
れ
、
二
一
八
分
会
が
妥
結
し
、

回
答
額
平
均
は
4
6
1
、
7
9
2

円
と
昨
年
同
時
期
を
3
8
、
4
7

6
円
下
回
っ
て
お
り
、
妥
結
額
を

見
て
も
妥
結
額
平
均
で
4
6
3
、

8
8
4
円
、
率
に
し
て
1
・
59
ヶ

月
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
地
方
別

で
は
、
ほ
ぼ
前
年
額
に
て
妥
結
す

る
地
方
と
減
額
し
た
地
方
、
ま
た

地
方
に
お
い
て
も
取
扱
品
目
に
よ

る
港
間
で
の
増
減
の
格
差
が
目
立

っ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

③
港
湾
関
係
労
組
の
回
答
状
況

大
港
労
組
は
十
一
月
十
九
日
に

4
8
8
、
0
0
0
円
（
昨
年
比
2

0
、
0
0
0
円
減
）
コ
ロ
ナ
対
策

協
力
金
と
し
て
プ
ラ
ス
α
1
7
、

0
0
0
円
で
妥
結
し
、
日
港
労
連

は
12
月
14
日
現
在
五
港
六
組
合
平

均
5
9
0
、
5
8
0
円
、
全
検
部

門
に
お
い
て
は
十
二
月
八
日
妥

結
、
組
合
員
平
均
4
1
1
、
6
4

1
円
＋
α
、
八
単
組
平
均
5
6

6
、
6
4
6
円
と
な
っ
て
い
る
。

検
数
労
連
は
十
二
月
三
日
、
全
日

検
が
全
国
平
均
円
4
1
1
、
6
4

1
円
＋
α
、
日
検
全
国
一
人
平
均

4
3
8
、
2
6
4
で
妥
結
し
た
。

検
定
労
連
は
海
事
検
定
が
十
一
月

十
八
日
に
7
3
0
、
0
0
0
円
で

妥
結
し
、（
株
）
シ
ン
ケ
ン
は
十

一
月二

十
五
日
に
5
0
0
、
0
0
0

円
で
妥
結
し
た
。
全
倉
運
は
単
純

平
均
四
十
組
合
で
平
均
回
答
額
は

6
0
6
、
6
3
1
円
、
加
重
平
均

で
6
9
0
、
0
5
1
円
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
全
日
通
は
十
九
春

闘
時
に
年
間
3
・
2
ヶ
月
で
妥
結

し
て
い
る
。

④
他
団
体
の
回
答
状
況

連
合
は
、
年
末
一
時
金
の
回
答

集
計
を
十
一
月
二
十
六
日
（
木
）

実
施
し
、
組
合
員
一
人
あ
た
り
加

重
平
均
で
、
月
数
で
2
・
24
月
、

額
で
6
2
4
、
1
4
0
円
と
な

り
、
い
ず
れ
も
昨
年
実
績
を
下
回

っ
た
。

日
本
経
団
連
の
十
二
月
十
四
日

時
点
で
は
、
未
発
表
と
な
っ
て
い

る
。

⑵
秋
年
末
オ
ル
グ

第
九
一
回
定
期
全
国
大
会
で
決

定
さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
二
〇

秋
年
末
オ
ル
グ
を
企
画
し
、
北
海

道
地
本
、
名
古
屋
支
部
に
お
い
て

開
催
し
た
。

⑶
秋
年
末
に
お
け
る
到
達
闘
争

第
九
一
回
定
期
全
国
大
会
で
決

定
さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
①
労

働
時
間
短
縮
、
②
定
年
延
長
六
五

歳
と
退
職
者
の
補
充
、
③
退
職
金

引
き
上
げ
、
④
労
働
災
害
・
企
業

上
積
み
保
障
の
引
き
上
げ
、
⑤
労

働
協
約
の
締
結
な
ど
、
諸
労
働
条

件
の
到
達
闘
争
の
た
た
か
い
を
す

す
め
、
北
海
道
地
方
に
お
い
て

「
定
年
六
五
歳
を
二
〇
二
四
年
四

月
実
施
」、
日
本
海
地
方
敦
賀
支

部
に
お
い
て
「
退
職
金
定
額
制
・

四
十
年
、
1
、
2
0
0
万
円
」
が

確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
前
進
と

な
っ
た
地
方
・
支
部
は
一
部
に
限

ら
れ
た
。

2
�
港
湾
に
お
け
る
制
度
政
策
闘

争⑴
秋
年
末
統
一
闘
争
（
全
国
港

湾
）二

〇
秋
年
末
闘
争
中
央
行
動
が

十
一
月
十
八
日
（
木
）
〜
十
九
日

（
金
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
参
加
人
員

を
絞
り
、
十
八
日
は
総
勢
二
六
名

が
参
加
し
て
、
国
土
交
通
省
と
厚

生
労
働
省
へ
「
港
湾
政
策
な
ら
び

に
港
湾
労
働
に
係
る
申
し
入
れ

書
」
に
基
づ
き
協
議
を
行
な
っ

た
。
十
九
日
は
、
全
国
港
湾
常
任

部
を
中
心
に
経
済
産
業
省
・
消
防

庁
・
外
国
船
舶
協
会
、
日
本
貿
易

会
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
例
年
開
催
し
て
い
る
院
内
集
会

の
開
催
は
見
合
わ
せ
、
十
二
月
二

日
に
立
憲
民
主
党
と
の
「
政
策
意

見
交
換
会
」
を
開
催
し
「
認
可
料

金
問
題
』「
老
朽
化
石
炭
火
力
発

電
施
設
の
休
止
・
廃
炉
政
策
」
を

中
心
に
意
見
交
換
し
国
会
対
応
へ

の
協
力
要
請
を
行
っ
た
。

⑵
労
使
政
策
委
員
会
（
全
国
港

湾
）労

使
政
策
委
員
会
が
十
一
月
十

八
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
。
日

港
協
か
ら
①
二
〇
年
度
年
末
年
始

例
外
荷
役
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
②
Ｒ
Ｔ
Ｇ
遠
隔
操
作
導
入
に

関
す
る
確
認
書
締
結
を
踏
ま
え
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
提
案
さ
れ

た
。組

合
は
、
①
に
つ
い
て
は
、
労

働
条
件
を
昨
年
と
同
様
と
し
た
こ

と
か
ら
確
認
書
を
協
定
し
た
。
な

お
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
の
拡
大

解
釈
の
な
い
よ
う
念
を
押
し
た
。

大
阪
地
区
の
年
末
年
始
前
後
の
早

朝
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て
、

一
二
月
二
一
日（
月
）〜
二
五（
金
）、

二
八（
月
）〜
三
〇（
水
）、
お
よ
び

一
月
五
日（
火
）〜
八（
金
）、
一
二

（
火
）〜
一
六（
土
）と
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
ま
た
、
川
崎
地
区
の

早
朝
・
昼
休
み
の
ゲ
ー
ト
オ
ー
プ

ン
に
つ
い
て
、
中
央
労
使
協
議
後

か
ら
二
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
の

平
日
〇
七
：
三
〇
〜
〇
八
：
三

〇
、
平
日
一
二
：
〇
〇
〜
一
三
：

〇
〇
と
し
、
年
末
年
始
例
外
荷
役

機
関
（
一
二
月
三
一
日
〜
一
月
四

日
）
を
除
く
こ
と
を
明
記
し
た
文

書
に
差
し
替
え
る
こ
と
を
前
提
に

了
承
し
た
。

②
に
つ
い
て
は
、
中
央
で
の
確

認
書
締
結
、
各
地
区
で
の
労
使
協

議
が
進
み
横
浜
港
、
清
水
港
、
神

戸
港
の
三
地
区
及
び
昨
年
応
募
し

た
名
古
屋
港
に
お
け
る
企
業
（
企

業
体
）
が
応
募
し
て
い
る
事
が
判

明
し
、
当
該
地
区
お
い
て
労
使
協

議
と
確
認
書
締
結
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告

さ
れ
た
。
労
使
協
議
Ｗ
Ｇ
に
お
い

て
地
区
の
協
議
状
況
と
確
認
書
を

検
証
す
る
場
を
設
け
確
認
す
る
こ

と
を
提
起
し
、
Ｗ
Ｇ
で
の
検
証

後
、
応
募
書
類
に
、
応
募
書
類
に

確
認
書
の
添
付
を
主
張
し
た
。
し

か
し
、
日
港
協
は
詳
細
を
把
握
し

て
い
な
い
と
し
、
組
合
が
主
張
し

た
十
一
月
に
も
検
証
の
場
を
設
け

る
よ
う
に
主
張
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
内
部
で
の
情
報
を
整
理
す
る

と
の
回
答
に
留
ま
っ
た
。
組
合
側

は
Ｒ
Ｔ
Ｇ
遠
隔
操
作
化
を
促
進
す

る
立
場
で
は
な
い
も
の
の
、
応
募

の
事
実
と
、
そ
の
後
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
検
証
が
不
可
欠
と

主
張
し
、
日
港
協
は
こ
れ
を
了
と

す
る
も
、
進
め
方
に
つ
い
て
は
事

務
局
間
で
調
整
す
る
こ
と
と
し

た
。（
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は

検
討
事
項
と
し
て
取
り
扱
う
。）

次
回
開
催
は
十
二
月
十
八
日
と
な

っ
て
い
る
。

⑶
交
運
労
協
第
三
六
回
定
期
総
会

第
三
六
回
定
期
総
会
が
十
月
六

日
（
火
）
開
催
さ
れ
、
二
〇
二
〇

年
活
動
報
告
と
二
〇
二
一
年
活
動

方
針
（
案
）、
二
〇
二
〇
年
決
算

報
告
と
二
〇
二
一
年
予
算
（
案
）

が
提
案
さ
れ
た
。
多
数
の
代
議
員

が
参
加
し
て
の
討
議
の
結
果
、
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
総
会
を

終
了
し
た
。
な
お
、
中
央
本
部
か

ら
は
常
任
を
中
心
に
五
名
が
参
加

し
た
。
本
総
会
に
お
い
真
島
委
員

長
が
幹
事
、
松
谷
書
記
次
長
が
事

務
局
次
長
を
退
任
し
、
新
た
に
松

永
書
記
長
が
幹
事
に
選
出
さ
れ

た
。

3
�
海
コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

労
働
者
の
制
度
政
策
闘
争

⑴
海
コ
ン
・
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
合

同
対
策
会
議

十
二
月
八
日
（
火
）
中
執
担
当

者
会
議
を
開
催
し
た
。
今
回
本
年

度
の
合
同
対
策
会
議
の
運
営
や
取

り
組
み
、
国
土
交
通
省
や
厚
生
労

働
省
へ
の
要
請
案
に
つ
い
て
、
担

当
中
執
の
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

4
�
労
働
者
供
給
事
業

⑴
八
戸
通
運
支
部
の
結
成
を
受

け
、
事
業
変
更
届
に
つ
い
て
労
働

局
と
調
整
を
行
な
っ
た
。

5
�
平
和
、
人
権
、
環
境
を
守
る

た
た
か
い

⑴
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
21
周
年
集
会

が
九
月
二
六
日
開
催
さ
れ
、
東
北

地
方
四
名
が
参
加
し
た
。

⑵
ロ
ナ
ル
ド
レ
ー
ガ
ン
母
港
化
抗

議
集
会
が
十
月
一
日
に
横
須
賀
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
公
園
で
開
催
さ
れ
、
関

東
地
方
五
名
と
中
央
本
部
一
名
が

参
加
し
た
。

⑶
「
憲
法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す

第
五
七
回
護
憲
大
会
」
が
十
一
月

七
日
〜
八
日
滋
賀
県
大
津
市
で
開

催
さ
れ
、
関
西
地
方
よ
り
二
名
が

参
加
し
た
。

Ⅱ
�
た
た
か
い
の
総
括

1
�
労
働
条
件
引
き
上
げ
の
た
た

か
い冬

季
一
時
金
闘
争
で
は
、
第
九

一
回
定
期
全
国
大
会
で
確
認
し
た

方
針
の
下
、
組
合
員
の
切
実
な
要

求
と
し
て
一
時
金
の
引
き
上
げ
に

全
地
方
、
全
支
部
が
全
力
を
挙
げ

て
た
た
か
い
ま
し
た
。

日
本
経
済
は
、
日
本
の
抱
え
る

構
造
課
題
に
加
え
、
米
中
貿
易
摩

擦
な
ど
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

環
境
の
悪
化
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
全
世
界
的
な
経
済
活
動
の

停
滞
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
、
感
染

症
予
防
と
収
入
不
安
に
よ
る
消
費

マ
イ
ン
ド
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、

本
年
四
－
六
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
戦

後
最
大
の
落
ち
込
み
と
な
っ
た
。

六
月
以
降
、
経
済
活
動
の
再
開
に

よ
り
抑
制
さ
れ
て
い
た
需
要
が

徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
と
は
異
な

り
、
コ
ロ
ナ
禍
は
人
の
往
来
を
抑

制
し
て
お
り
、
観
光
・
飲
食
・
鉄

道
・
航
空
な
ど
特
定
の
産
業
に
依

然
と
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
港
湾
物
流
に

つ
い
て
も
今
後
の
見
通
し
は
、
極

め
て
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
た
た
か
い

と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
の

も
と
た
た
か
い
を
進
め
て
き
た
各

地
方
・
支
部
の
役
員
の
皆
さ
ん
へ

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

到
達
闘
争
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
地
方
や
日
本
海
地
方
に
お
い
て

一
定
の
前
進
が
は
か
ら
れ
た
も
の

の
、
全
体
的
に
労
災
企
業
補
償
上

積
み
で
は
、
四
級
以
下
の
引
き
上

げ
が
未
到
達
と
な
っ
て
い
ま
す
。

到
達
闘
争
に
つ
い
て
は
地
道
な
追

い
上
げ
が
必
要
と
は
思
い
ま
す

が
、
今
一
時
金
闘
争
の
勢
い
を
二

一
春
闘
に
向
け
て
た
た
か
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

2
�
港
湾
に
お
け
る
制
度
政
策
闘

争

全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
で
の
二

〇
秋
年
末
闘
争
中
央
行
動
で
は
、

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
で
、

一
部
回
答
で
若
干
の
前
進
し
た
回

答
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
満
足
の
い
く
回
答
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。（
詳
細
は
全
国
港

湾
二
〇
秋
年
末
経
過
と
総
括
を
参

照
）特

に
私
た
ち
の
雇
用
と
職
域
を

脅
か
す
石
炭
火
力
発
電
所
問
題
で

は
、
経
済
産
業
省
に
対
し
て
「
非

効
率
石
炭
火
力
発
電
施
設
の
休
止

・
廃
炉
政
策
」
に
お
け
る
地
域
経

済
へ
の
影
響
や
雇
用
の
問
題
に
つ

い
て
真
摯
に
受
け
止
め
る
よ
う
強

く
要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、

「
休
廃
止
の
判
断
は
電
力
会
社
に

あ
る
」、「
雇
用
対
策
は
厚
生
労
働

省
の
所
管
で
あ
る
」
な
ど
、
労
働

者
の
意
見
を
全
く
聞
こ
う
と
し
な

い
態
度
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

は
港
湾
運
送
事
業
を
所
管
す
る
国

土
交
通
省
、
労
働
問
題
を
所
管
す

る
厚
生
労
働
省
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
所
管
す
る
経
済
産
業
省
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
）
と
の
合
同
で
協
議

の
場
を
開
催
し
、
現
状
把
握
を
お

こ
な
い
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
構
築
す
る
と
と
も
に
、
政
党
へ

の
協
力
要
請
を
強
化
し
国
会
対
応

な
ど
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

以

上

秋
年
末
闘
争
の

経
過
と
総
括
に
つ
い
て（
案
）
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